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日本の美しい山岳を世界へ！
「HIKES IN JAPAN」は、2019年7月、
日本の登山情報を世界に発信する専門サイトとしてオープンしました。

登山・ハイキングの先進国といわれる欧州、北米、豪州エリアと、
英語で日常会話が話せるワールドトラベラーを主なターゲット層としています。

登山は素晴らしいアクティビティですが、時として危険を伴うこともあります。
「正しい情報を得ることで、世界中の多くの方が日本での登山を安心・安全に楽しめますように」。
そんな願いを込めて、本サイトを運営してまいります。
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withコロナの時代に注目される「アドベンチャーツーリズム」

アドベンチャーツーリズムとは、「アクティビティ」、「自然」、「異文化体験」の3つの要素の内、2つ以上で構成される旅行のことを指します。
（＊アドベンチャーツーリズムの国際機関Adventure Travel Trade Associationによる定義）

地域文化と自然に触れるアクティビティを通じた旅行者自身の成長を目的とすることや、地域へ社会的・経済的な貢献を重視する点など、従来とは
異なる視点が特徴的です。withコロナの時代において、少人数による自然の豊かな場所への旅行が好まれており、また、地域社会や環境へのサステ
ナビリティがより重視され始めています。



HIKES IN JAPAN ５つの特徴

全国各地の著名コースを紹介 著名な登山コースを中心に ネイティブチェックの翻訳
全国各地の登山のコースを、

英語でていねいに紹介している、
数少ないウェブサイトです。

何千ものコースが存在する日本の山岳地。
その中から、訪日客でもアプローチしやすい
著名な山域と登山コースを紹介しています。

英語ネイティブの翻訳者が内容を確認。
登山の専門用語、日本固有の言い回しは補足
を加え、わかりやすく表現しています。

Instagramに発信

世界中と接点を持てるInstagramに発信することで
日本の山・自然に関心を持ってもらえる人を増やし、

未来の訪日旅行者に育てます。

充実したベーシックコンテンツ

日本の山・自然概論、登山の適期、
山小屋の泊まり方、遭難時の対応など、
登山前に知っておきたい情報を掲載。

※詳細はコースガイド一覧を参照

※詳細は主なベーシックコンテンツを参照
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サイト公開から2023年3月末までに、世界200カ国、約15万2千のユーザーに閲覧いただきました。
総PV数は約53万です。引き続きプロモーションを続け、認知度の向上に努めてまいります。
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約75％のユーザーが検索で当サイトに訪れています。
Google 検索において、キーワード「hiking japan」での掲載順位は、国内１位（2023.1）、
アメリカ１位（2023.1）、オーストラリア１位（2022.12）、香港１位（2022.11）の実績があります。
※Google Search Console調べ

流入チャネルの割合

■ HIKES IN JAPAN を見るきっかけは？

ユーザーサマリー

ユーザー

152,452
ページビュー

535,982
ページ／セッション

2.39
平均セッション時間

00:02:11

セッション

224, 202

Instagram フォロワー

4,626

ユーザーサマリー＝2019.7～2023.6、流入チャネルの割合＝2022.1～2022.12 Google Analyticの数値による



ユーザーの地域分布 ※日本を除く
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日本語以外の言語からのアクセスが約90％を占めています。日本を除いた地域のユーザーの地域分布
をみると、アメリカ、シンガポール、オーストラリア、タイ、イギリスの順となっています。

■アクセスの多い国は？ 人気のコンテンツは？

ページ別アクセスランキング ※トップページを除く

エリア一覧
丹沢・塔ノ岳コースガイド
冬に雪のない山での登山一覧
奥多摩・御岳山コースガイド
北アルプス・涸沢カールコースガイド
コースガイド一覧
日光男体山コースガイド
奥秩父・雲取山コースガイド
エリア：北アルプス一覧
インフォメーション一覧

2022.1～2022.12 Google Analyticの数値による

また、在日外国人から一定数のアクセスがあり、東京からアクセスのしやすい地域のコースガイドが
通年で多く読まれています。



コースガイドの日本語サンプル ①

https://hikesinjapan.yamakei-online.com/course/31.php

涸沢カール上高地から往復 穂高連峰に抱かれた日本有数の氷河圏谷

涸沢カールは北アルプス南部の穂高連峰に抱かれた日本有数の規模の氷河圏谷。前穂高岳・奥穂
高岳・涸沢岳・北穂高岳・屏風岩などの岩峰を背景に、夏は可憐な高山植物が咲き、秋にはカラ
フルな紅葉に彩られる。涸沢ヒュッテ・涸沢小屋の２軒の山小屋があるほか、幕営地としても人
気がある。穂高連峰に登るには岩稜登山の技術が必要になるが、涸沢までなら登山初心者でも登
れる。

上高地バスターミナルから舗装路を歩くとすぐに河童橋に着く。周辺は土産物屋やホテルが並び、
多くの観光客で賑わう。河童橋は渡らずに進む。小梨平の幕営地を通過する。

明神を過ぎると小さな坂を超え、道は川を離れて森の中を歩く。上高地から約２時間で徳沢に着
く。幕営地としても人気の草地と、徳沢ロッジ、徳澤園の２軒の山小屋がある。

徳沢からさらに１時間で横尾に着く。ここまで約１０km、３時間だ。横尾は涸沢・穂高岳への道、
槍ヶ岳への道との分岐点となっている。

横尾からは横尾大橋を渡り、森の中のトラバースの道を進む。谷を挟んだ対岸には、屏風岩が見
える。本谷橋で沢を渡ると登山道の傾斜が急になる。ジグザク状の登りがしばらく続くが、石を
うまく使って整備された歩きやすい道である。道がトラバースに変わり崩落地を通過すると、周
囲の木々はダケカンバなどの潅木に変わり、視界が開けてくる。

ガレ場の登りが続く。雪の多い年は８月中旬まで残雪がある。涸沢小屋との分岐を左に進み、石
段を登りきると涸沢ヒュッテに出る。涸沢に到着だ。晴れていれば、圏谷の底から見上げる穂高
連峰のパノラマを堪能できるだろう。

下山は往路を引き返す。

日数・歩行時間 2日間・11時間30分
標高 2309m
標高差 800ｍ

技術レベル ★
体力レベル ★★
装備レベル ★
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https://hikesinjapan.yamakei-online.com/course/31.php


コースガイドの日本語サンプル ②

補足情報
下山時に時間と体力に余裕があれば、明神から梓川右岸を歩くのもおすすめ。
穂高神社奥宮がある神秘的な明神池や、初夏にはツツジが美しい岳沢湿原など、
左岸にはない景観を見ることができるだろう。
登山ハイシーズン：7月～10月初旬

備考
特に紅葉シーズンは多くの登山者が押し寄せ、大混雑となる。山小屋の予約は早め
に行いたい。チェックインやトイレも行列に並ぶ覚悟でいて欲しい。

トレイルにある施設
【山小屋】明神館、徳沢ロッジ、徳澤園、横尾山荘、涸沢ヒュッテ、涸沢小屋

【食事】スタート・ゴール地点の上高地バスターミナル2階に上高地食堂がある他、
各山小屋の外来食堂も利用できる。

【温泉】小梨の湯

アクセス
東京駅からJR中央線に乗り約15分で新宿駅に着く。新宿駅からJR中央線特急に乗り
換え、約3時間で松本駅に着く。松本駅からは松本電鉄に乗り、約30分で新島々駅
に着く。新島々駅からはアルピコ交通バスに乗換え、約65分で上高地バスターミナ

ルに着く。
東京駅・新宿駅発着のアルピコ交通バスさわやか信州号の夜行バスに乗車すると、
翌早朝に上高地に到着する。所要時間約7時間。

関連リンク
上高地公式ウェブサイト（http://www.kamikochi.or.jp/）

涸沢ヒュッテ公式サイト（https://www.karasawa-hyutte.com/）
アルピコ交通（http://www.alpico.co.jp/access/）

英語版Google MAPを利用したルートマップを掲載しています。
KMLデータをダウンロードして、GPSアプリなどに取り込み、
実際の登山でも活用できます。

ルートマップ

高低図

日本では、登山計画を立てるときにコースタイムを参考にす
る場合が多いですが、体格や体力が異なる外国人には当ては
まらず、情報として不十分なことも想定されました。そこで、
水平移動距離と標高であらわされる高低図を掲載しています。
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日本の山・自然概論 日本の位置や地形などから、日本がどのような自然を有するのか、日本の自然を理解するための基礎知識を紹介しています。

Overview of Japan's Mountains, Topography, and Nature

Japan's Nature, Climate, and Seasons

The Best Times to Hike

Hiking Equipment

Staying at Mountain Huts

Find a Mountain Guide

Before the Hike: Trip Plan and Travel Accident Insurance

Manners and Precautions While Hiking

Dangers on the Trail and Emergency Measures

日本の自然・季節・気候 春・夏・秋・冬の4つの季節に分けて、日本の山の気候や自然の特徴をまとめています。

登山の適期 四季のある日本において、比較的安全で快適にその山の魅力を楽しむことができる登山適期を山域別に紹介しています。

登山・山岳ガイド紹介 インバウンド向けに実績のある登山・山岳ガイドを、プロフィールやメッセージと共に紹介しています。

登山前にしておくこと 登山で必要となる登山計画書の提出、また、万が一に備えて加入しておくべき旅行傷害保険について解説しています。

登山中のマナーや注意点 山岳景観の維持や、登山を安全に気持ちよく楽しめるように、山で守るべきマナー・ルールをリスト化しています。

登山中の危険ともしもの時の対処 特に理解しておきたい登山中の危険について、さらに、緊急時の対処について解説しています。

登山の装備 観光地における自然散策、日帰りハイキング、テント泊登山など、登山のスタイル別に必要な装備をリスト化しています。

山小屋の泊まり方 日本アルプスや八ヶ岳連峰の山小屋に泊まる想定で、よく使われる手順や注意点を写真とともに解説しています。
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主なベーシックコンテンツ



「HIKES IN JAPAN」にて、出演者のBenjamin Beechey執筆のルポと写真を掲載。
詳しく那須エリアを紹介するとともに、アクセス情報などの詳細情報を掲載。

広告企画
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［アクセスレポート］集計期間：2020年12月25日～2022年1月25日
PV数：4,902 UU数：3,695 平均ページ滞在時間：3分12秒
アクセス上位地域：米国（23%）, 英国（22%）,香港（13%）

ハイキングだけではなく那須エリアの魅力を紹介するとともに、アクセスなど
の詳細情報も掲載。さらに、同時取材で制作された動画と連携したプロモー
ションや、関連サイトへの誘導も行ないました。

Theme 1:「山岳信仰」
那須は、古くから山岳信仰が根付く土地。かつての行人道の名残も残っており、
往時を忍びながら茶臼岳を地元山岳ガイドと目指すハイキング。

Theme 2:「火山」
茶臼岳は栃木県で唯一、現在でも噴煙をあげる火山。
森林を抜け、火山活動によって形成された岩場の道を進む。

Theme 3:「紅葉」
モミジ、ナナカマド、ブナ、ゴヨウツツジなど多様な樹木が生育する
那須ならではの紅葉。山頂では360度の大展望とともに達成感に浸ることができる。

Theme 4:「山麓の楽しみ方」
那須の山麓には火山の恵みである温泉が多数湧出。
また、那須で育まれた水を使った地ビールの醸造所もある。

MOVIE

MAP

「HIKES IN JAPAN」では、インバウンド向けのプロモーションが可能です。
ここではオリジナルタイアップ記事制作の事例を紹介いたします。

お客様のご要望に合わせて、企画・お見積りをいたします。
ぜひ、ご相談ください。

事例：那須のハイキングツーリズムに関するPR



〒101-0051
東京都千代田区神田神保町1-105
神保町三井ビルディング
03-6744-1907
03-6744-1928
koukoku-yk@yamakei.co.jp
www.yamakei.co.jp
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お問い合わせ先

株式会社山と溪谷社
法人営業部

住所

電話
FAX
メール
HP
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